
74回示現会展に向けての準備が始まりました。現在のコロナ
感染の状況では、今までのようには行きません。計画が決まり次

第、順次お知らせしていきます。

今回、「美術団体の現在」ということを特集した美術雑誌「美術

の窓」で取り上げられた示現会関係の記事を転載いたします。是

非一読ください。

２０２０・１１・１５

〇 示現会と団体展
〇 美術の窓 掲載文

〇 ＜特集 １＞日本を代表する作家楢原健三
〇 ＜特集 ２＞コロナに負けずに

「美術の窓」という美術雑誌をご存じでしょうか。9月号で「美術団体展
の現在」とい特集が組まれました。現在の美術団体の現状や、私た
ち美術団体で活動している人たちにかかわる問題などを取
り上げた内容になっています。その中で成田理事長始め
井上事務責任者・佐藤常務理事の言葉が掲載されました。
更に、示現会の創立に携わった楢原健三先生を取り上げた
高島 穣先生（目白美術館館長）の記事ありますので、併
せて今回の事務局だより
でお知らせいたします。

示現会の歴史

示現会は、１９４７（昭和２２）年、

石川寅治を代表とする31名の作家によ

り発足した洋画団体である。

東京が焼け野原の中、東京都立工芸

高等学校内に事務所を置きスタートし、

翌年には上野の東京都美術館で第1回の

公募展を開催した。それから70年、会

員数720名、六本木の国立新美術館で春

に公募展を開催し、２万人強のお客様

に見ていただくように成長した。

全国に15の支部をもち、14の会場で巡

回展を開催するまでになった。

（美術の窓より）

美
術
団
体
展
す
べ
て

が
必
ず
し
も
公
募
展
で

は
な
い
が
、私
が
出
品
し

て
い
る
示
現
会
展
は
、
一

般
作
家
か
ら
作
品
を
募

集
し
、
入
選
作
品
を
陳

列
す
る
公
募
展
形
式
を

と
っ
て
い
る
。
そ
の
公
募

展
の
是
非
は
昔
か
ら
論

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
衰
退
し
て
い
き
つ

つ
あ
る
の
か
、
ま
す
ま
す

繁
栄
し
て
い
る
の
か
結

論
が
出
な
い
ま
ま
で
あ

る
。
示
現
会
も
創
立
70

年
を
優
に
超
え
た
。
周

り
に
は
、１
０
０
年
を

超
え
た
団
体
も
多
く

み
ら
れ
る
。
果
た
し

て
長
い
こ
と
は
良

い
こ
と
な
の
か
。
若

年
層
の
公
募
展
離
れ
、
会
員

の
高
齢
化
は
ど
こ
の
団
体
も

が
抱
え
る
課
題
で
あ
る
。
昨

年
ま
で
は
、
展
示
さ
れ
て
い

る
作
者
も
高
齢
者
、
会
の
運

営
に
か
か
わ
る
人
力
も
高
齢

者
、
と
嘆
い
て
い
た
。
し
か
し

そ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
贅
沢

な
悩
み
で
あ
っ
た
。肝
心
の
展

覧
会
が
や
れ
な
い
。
絵
描
き

な
の
に
発
表
の
場
を
失
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
人

類
の
文
化
、
文
明
が
か
く
も

脆
く
力
を
失
う
の
か
。１
年
に

１
回
、
自
分
の
１
年
間
の
成
果

を
美
術
館
で
問
う
と
い
う
極
々

当
た
り
前
の
こ
と
が
な
ん
と

貴
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
を
知

ら
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
あ

る
。

井
上

武

コロナに伏す

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

は
と
ど
ま
る
こ
と
な
く

続
い
て
い
ま
す
。
多
く
の

団
体
展
は
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
私
ど
も
の
示

現
会
も
本
展
、
巡
回
展
も

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

一
年
か
け
て
制
作
し
て
き

た
作
品
を
発
表
で
き
な
い

こ
と
は
言
葉
に
な
ら
な
い

残
念
な
思
い
で
す
。

し
か
し
、
立
ち
止
ま
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
の
創
作
の
意
欲
を

高
め
、
研
鑽
を
深
め
、
向

上
を
目
指
す
作
品
制
作

の
手
助
け
と
な
る
手
段

も
美
術
団
体
と
し
て
大

事
な
役
目
を
持
っ
て
い
ま

す
。

現
在
の
状
況
の
中
で
ど
の

よ
う
に
研
究
会
を
実
施
で

き
る
か
、
検
討
を
重
ね
、

新
し
い
研
究
会
は

直
接

会
場
に
集
ま
ら
な
い
で
行
う

方
法
を
取
る
事
に
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
写

真
の
紙
焼
き
か

デ
ー
タ
と

し
て

用
意
し
て
も
ら
い
ま

す
。
集
約
し
た
も
の
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し
、
そ

れ
に
対
し
て
指
導
を
行
う

方
法
は
予
想
以
上
の
参
加

が
あ
り
、
特
に
地
方
の
方
か

ら
は
年
齢
、
費
用
、
日
程
な

ど
の
諸
事
情
で
参
加
に
二
の

足
を
踏
ん
で
い
た
方
か
ら
も
、

指
導
を
受
け
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
好
評
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
高
齢
化
が

進
み
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
と
共
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
中
、
会
と
し
て
存

在
意
義
を
ど
の
よ
う
に
高

め
て
い
く
か
は
大
事
な
課
題

と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
祐
治

ウイルス共存時代の新しい形

太
平
洋
画
会
か
ら
分
か

れ
て
創
立
し
た
示
現
会
も

今
年
で
73
年
目
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

私
の
示
現
会
初
出
品
は
50

年
も
前
の
第
20
回
展
の
折

り
で
し
た
。

当
時
は
創
立
会
員
の
先

生
方
も
お
元
気
で
、
ほ
と

ん
ど
顔
を
揃
え
て
い
て
、

展
覧
会
の
後
に
は
親
し
く

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

三
上
知
治
先

生
、
奥
瀬
英
二
先
生
な
ど

は
、
私
の
師
匠
で
も
あ
る

楢
原
健
三
先
生
や
大
内
田

茂
士
先
生
よ
り
さ
ら
に
上

の
世
代
の
方
々
で
し
た
。

創
立
会
員
の
先
生
方
は
力

を
合
わ
せ
て
自
前
の
会
館

を
作
り
、
そ
の
後
さ
ら
に

現
在
の
地
に
ビ
ル
を
建
て
、

今
に
至
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
間
に
、
各
地
方
に
も

15
支
部
が
生
ま
れ
、
皆
さ

ん
の
努
力
で
発
展
を
続

け
て
来
ま
し
た
。
た
だ
、

い
つ
も
当
た
り
前
に
い
る

も
の
と
感
じ
て
い
た
先
輩

の
先
生
方
は
気
が
つ
く

と
誰
も
い
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
自
分
も
含

め
年
齢
層
も
上
が
り
、
大

変
な
事
と
感
じ
て
い
ま

す
。創

立
当
時
の
先
生
方

が
残
さ
れ
た
遺
産
で
あ

る
会
館
を
、
美
術
を
通
し

て
社
会
の
中
で
ど
う
生
か

し
て
い
く
か
が
残
さ
れ
た

会
員
達
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

成
田
禎
介

示現会創立の先生方と

７月１７日から始まったリモート研究会は９月２７日で計画された
３回が終了しました。地方からは出かけることが難しいので今
回の研究会は助かりました、という声が多く聞かれました。
１月から新たな研究会が始まります。ぜひ大勢の参加をお待ち
いたします。
今回の研究会でいくつか気になったところを上げてみます。

〇 写真の写りが良くないこと。

出来るだけ外で、日陰を選んで撮影するのが良いのです

が、室内の場合は、光線が偏らないよう、光るところがない

ように注意することが大切です。

〇 注意書きをよく読んでいないこと

ＵＳＢの扱い、返信封筒の切手、送り先等、間違え

ている人がいました。



＜示現会設立理念＞ 油絵、水彩画、版画に関する堅実な研究及び創作を奨励し、
展覧会を開催して、広く一般の鑑賞に資すると共に、後進の育成を図り、もって我が国
美術の発展に寄与することを目的とする。

この理念を生涯追い続けた創立会員の楢原健三先生。その作風は大胆な筆
さばきをもとに現場を追うという作風は、油彩の醍醐味を余すことなく私たち
に示してくれています。まさに示現会の理念そのものともいえます 。

特集２ なかなか収束の気配を見

せないコロナの状況です

が、みなさんさん負けずに

頑張りましょうね

特集１

は
じ
め
に

明
治
に
始
ま
る
日
本
の
洋
画
史

を
概
観
し
た
時
、
私
た
ち
は
昭
和
を

中
心
に
活
躍
し
た
二
人
の
巨
人
、
鈴

木
千
久
馬
と
楢
原
健
三
の
名
前
を

忘
れ
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

鈴
木
千
久
馬
は
創
元
会
、
楢
原
健

三
は
示
現
会
と
い
う
、
自
ら
が
設
立

に
深
く
携
わ
っ
た
会
派
の
指
導
的

立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
共
に
同
時
代

の
洋
画
界
に
於
い
て
ひ
と
き
わ
傑

出
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。

楢
原
健
三
ー
大
胆
な
画
面
構
成

力
、
詩
情
を
伝
え
る
描
写
力
を

持
つ
風
景
画
の
巨
人

日
本
の
洋
画
史
に
於
い
て
鈴
木
千

久
馬
と
並
ぶ
傑
出
し
た
存
在
と
し
て

筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
楢
原
健
三

で
あ
る
。

楢
原
は

一
九
〇
七
年
、
東
京
青

山
の
出
身
で
府
立
一
中
（日
比
谷
中

学
）に
在
籍
し
て
い
た
が
、
画
家
の
道

を
歩
む
べ
く
、
東
京
美
術
学
校
に
進

ん
だ
。
楢
原
は
十
歳
の
時
に
日
本
画

を
嗜
む
母
親
を
亡
く
し
て
い
る
。
自

ら
が
画
家
の
道
を
進
む
事
は
母
親
が

遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
夢
を
実
現
す
る

事
で
も
あ
っ
た
。
東
京
美
術
学
校
で

は
藤
島
武
二
の
教
室
に
入
り
そ
の
薫

陶
を
大
い
に
受
け
る
。
藤
島
は
楢
原

に
影
響
を
与
え
た
唯
一
の
画
家
で
あ

り
、
楢
原
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
藤
島
へ

尊
敬
の
念
を
持
ち
続
け
た
。
美
術
学

校
で
藤
島
は
楢
原
に
デ
ッ
サ
ン
の
大

切
さ
を
徹
底
し
て
教
え
た
。
「デ
ッ
サ

ン
こ
そ
全
て
を
支
配
す
る
」と
い
う
藤

島
の
教
え
を
楢
原
は
体
得
し
、
楢
原

の
作
品
制
作
に
於
け
る
揺
る
ぎ
な
い

ひ
と
つ
の
太
い
軸
と
な
る
の
で
あ
る
。

楢
原
の
絵
画
の
魅
力
は
、
一
言
で

言
え
ば

「大
胆
な
画
面
構
成
と
詩

情
を
伝
え
る
描
写
」で
あ
る
。
「大
胆

な
画
面
構
成
」は
、
観
る
者
を
強
く

惹
き
つ
け
、
楢
原
の
作
品
を
忘
れ
難

い
も
の
に
し
て
い
る
主
要
因
で
あ
る
。

楢
原
の
絵
を
観
た
者
は
、
色
調
の
穏

や
か
さ
と
は
裏
腹
の
、
「
斬
新
」
と
さ

え
言
え
る
そ
の
画
面
構
成
に
よ
っ
て

強
烈
な
印
象
を
脳
裏
に
焼
き
付
け

ら
れ
る
。
楢
原
の
そ
の
よ
う
な
画
面

構
成
は
「デ
ッ
サ
ン
が
全
て
を
支
配
す

る
」と
い
う
藤
島
の
教
え
を
楢
原
流

に
解
釈
し
た
一
つ
の
答
で
あ
っ
た
。
楢

原
は
、
画
面
に
近
景
、
中
景
、
遠
景

を
敢
え
て
取
り
込
み
、
作
品
全
体
を

一
つ
の
ド
ラ
マ
に
仕
上
げ
て
し
ま
う

非
凡
な
手
腕
を
持
っ
て
い
た
。
今
回

紙
面
で
紹
介
し
た
「お
濠
端
の
灯
」を

見
れ
ば
そ
れ
は

一
目
瞭
然
で
あ
る
。

遠
景
に
、
明
か
り
を
煌
々
と
灯
す
ビ

ル
、
中
景
と
し
て
、
眼
下
に
見
下
ろ
す

大
通
り
や
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
の
街

路
樹
を
配
置
し
な
が
ら
も
、
近
景
に
、

室
内
の
光
を
反
射
す
る
窓
枠
や
カ
ー

テ
ン
を
描
く
事
で
作
品
全
体
に
リ
ズ

ム
と
ア
ク
セ
ン
ト
を
加
え
、
唯
一
無

二
の
秀
作
に
仕
上
げ
て
い
る
。
楢
原

は
日
常
の
見
慣
れ
た
風
景
を
、
直
観

的
に
独
自
の
視
点
で
切
り
取
り
、
再

構
成
す
る
事
に
よ
っ
て
、
か
く
も
魅

力
的
な
芸
術
で
あ
る
。
楢
原
は

九

六
〇
年
代
以
降
、
日
本
各
地
の
夕
暮

れ
や
夜
景
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
数
多

く
の
優
品
を
生
み
出
し
て
い
る
が
、

本
作
品
は
そ
れ
ら
の
中
で
も
出
色
の

出
来
栄
え
で
あ
り
、
私
は
、
日
本
洋

画
史
に
於
け
る
最
高
傑
作
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
確
信
す
る
。
楢
原
は
何
故

こ
こ
ま
で
人
を
惹
き
つ
け
る
絵
を
描

け
た
の
か
。
そ
の
答
の
ヒ

ン
ト
は
楢
原
が
あ
る
イ

ン
タ
ビ
ユ
ー
で
発
し
た

次
の
言
葉
の
中
に
あ
る

よ
う
に
思
え
る
。

「
僕

の
場
合
、
兎
に
角
、
い
つ

で
も
一
番
目
に
触
れ
る

も
の
で
、
そ
の
中
で
も

一
番
感
銘
を
受
け
る
も

の
を
描
い
て
い
る
だ
け
」

私
た
ち
が
日
々
生

活
す
る
中
で
普
通

に
目
に
す
る
光
景

の
中
に
、
私
た
ち
を

感
動
さ
せ
る
素
材

は
全
て
揃
っ
て
い
る
。

楢
原
は
そ
の
素
材
か

ら
独
自
の
感
性
で
作

品
の
モ
チ
ー
フ
を
選
び

抜
き
、
比
類
な
き
描

写
力
で
「
詩
情
」
ま
で

込
め
て
絵
画
と
し
て
完
成
さ
せ

た
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

日
本
の
洋
画
史
は

明
治
に
西
洋
の
絵
画
を
輸
人
、

模
倣
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

私
た
ち
は
油
絵
と
い
う
と
西
洋

が
本
家
本
元
で
あ
り
、
日
本
は

そ
れ
に
追
従
す
る
立
場
甘
ん
じ
る
し

か
な
い
と
考
え
て
き
た
。
し
か
し
、
こ

の
日
本
に
お
い
て
も
、
す
で
に
、
モ
ネ

や
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
マ
チ
ス
、
ル
ノ
ア
ー
ル

な
ど
の
巨
匠
に
匹
敵
す
る
芸
術
家
が

現
に
輩
出
さ
れ
て
き
た
。

今
回
、
こ

の
紙
面
を
借
り
て
紹
介
し
た
の
は
鈴

木
千
久
馬
と
楢
原
健
三
だ
が
、
世
界

に
発
信
す
べ
き
日
本
の
画
家
は
こ
の

二
人
に
絞
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

私
自
身
は
こ
の
二
人
以
外
に
、
刑
部

人
、
田
中
繁
吉
、
村
岡
平
蔵
、
柏
木

治
子
等
の
名
前
を
挙
げ
た
い
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
画
家
の
業
績
は
、
日
本
の

み
な
ら
ず
、
世
界
に
発
信
し
、
知
ら

し
め
る
べ
き
価
値
を
有
し
て
い
る
と

言
う
の
が
私
の
変
わ
ら
ぬ
信
念
で
あ

る
。

高
島

穣

目
白
美
術
館
館
長
、

千
葉
大
学
講
師
）

ならはらけんぞう

1907年東京市赤坂区生まれ。東京美術学校で藤島

武二に師事。30年在学中に帝展初入選。戦後は示

現会の創立に参加、理事長を務めた。 58年日展

会員。81年日本芸術院賞、88年日本芸術院会員。

93年勲三等瑞宝章受章。99年逝去。 これはP１０号で
描かれた上記作品の
下絵になったものです。
丸の内の「丸の内二重
橋ビル」の「東京商工会
議所」からのスケッチです。
先生は東京商工会議所の
絵のサークルに指導に行
かれてました。
たまたま。窓の外の景色に
目を引かれたのでしょう。
現場で、油絵の具の速描
き作品です。
現場主義の先生らしい
下絵です。
（資料提供・井上 武）

風景画の巨人 楢原健三

皆さんお元気でしょうか。写真は我が家のベランダから見える風景です。夏真っ盛り、河原でバーベキューをする人出が戻ってきました。コロナ禍ですが、土日ともなれば賑やかです。それを眺めつつ、私は母の介護、仕事、そして傍ら絵画制作で日々を送っています。時々送られてくる初孫の笑顔の写真を見るのが楽しみですね。
吉田 真（東京・準会員）

私の住む地域では、７月に集中豪雨がありまし

たが、その後はほとんど雨が降らず猛暑の日々

が続いています。

コロナの感染者も急増し、熊本県の警戒レベル

も４に引き上げられたため、夏休みに入った子

供たちと一緒に、ほぼ引きこもりの様な生活を

しています。今は展覧会などの再開の日を心待

ちにしながら、作品の制作をしてい

ます。

鎌田雅臣 （熊本・会員）

添付画像について

奥が制作小屋になります。外出できな

い子供の為にプールを置いています。

屋久杉が描きたくて、初めて屋久島に登り油絵具を弾く

雨の中、無我夢中で描いてるうち…嵐になった。慌てて

ﾚﾝﾀｶｰで、家族と山を下った時には洪水のような勢いあ

り！愉しく又恐ろしい思いをした！再び苔の森、白谷雲

水峡の長いトレイルの出入り口辺りで…物言わぬお前様

と向かい合いどんなに目を凝らして観察しても世界遺産

屋久杉は逞しく凄すぎて…私を見下ろしせせら嗤うﾊﾞｶﾘ

…。コロナ禍が落ち着いたらもう一度訪れたい！

m(__)m 荒木 ずんぼ （東京・会員）

「お堀端の灯」1983年 練馬区立美術館蔵


